
外はしんしんと雪が降り、あたり一面雪景色に。

ねずみくんが嬉しそうに外に飛び出すと、そこには誰

かの足あとが。足あとを辿ると…誰がいるかな？

ハート型の足跡、ぴょーんと跳ねている足あと、、、

誰の足あとなのかあてっこをしようと大盛りあがり間違

いなしです！

やわらかなタッチの絵がとてもかわいらしいです。

ちらら ほらら ひらら はらら ゆきが ふるふる

と、素敵な表現で始まります。

もみちゃんが動物たちとそり遊びをするのですが、

一緒に乗っていた動物たちが、次々と転げ落ちてし

まいます。これはうさぎさん、これはぶたさん、これ

はいぬさん・・・と、動物たちはゆきだるまに変身して

しまいます。

だるまちゃんはうさぎちゃんたちに、自慢の雪だるま

を披露します。大きな雪だるま、おさむらいさんの雪

だるま、うさぎちゃんの雪だるま… 他にも冬の遊びを

たくさん教えてくれます。

雪だるま作りや、手袋を使っての人形の作り方、り

んごうさぎの切り方などをお話の中で詳しく教えてくれ

ます。雪の日に遊んでみたくなります。

まっしろに積もった雪の上をスキーしながら、その

雪の下にいる動物たちを想像します。

冬眠をして、うとうとと、まどろんでいるもの、雪の下

で食べ物を探しているもの、雪の上で獲物や食べ物

を探しているもの。

「雪のしたには秘密の世界がある」

ドキドキするフレーズですね｡

怖くなく、楽しく読めるおばけの絵本です。お化けた

ちがいろんな雪遊びをしたりして雪を満喫している様

子は羨ましくなるほどです。小さなかまくらをたくさん

作って、夜になってその１つひとつにろうそくを灯して

いる場面はとても幻想的です。冬にまつわるおばけだ

けでも、いろんな種類がいることを絵本の中で教えて

くれます。

おでんの具って何が王様でしょうか？おでんの具た

ちが次々と自分自慢を始めます。

おでんは みんなが おうさまです。

みんなの あじが しみでて

おいしい おでんに なるのですよ。

最後の文、大人はうんうん、と共感してしまいますね。
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